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共生社会の実現に向けて  

 今日で９月が終わり、前期の教育課程が終了しました。

本日、子どもたちには前期の通信票を配付しました。子ど

もと一緒にご覧になり、よかった点、今後の課題等につい

て是非話題にしてみてください。保護者の皆様の温かい励

ましが、子どもの心に火をつけたり、やる気（意欲）を持

続させたりします。どうぞ、よろしくお願いいたします。 
 今年度もコロナ禍の中、保護者の皆様、地域の皆様には

本校教育活動へのご理解・ご協力を賜り、誠にありがとう

ございました。後期の教育活動に対してもご理解とご支援

をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 八戸市の感染者数も以前に比べるとだいぶ減少してきま

したが、まだまだ油断はできない状況です。感染症対策を

徹底しながら、１０月も気を引き締めて教育活動を続けて

いきます。学校行事では、学習発表会、６年修学旅行、マ

ラソン大会などを予定しています。
 

 さて、９月５日の閉会式で幕を閉じた東京パラリンピッ

ク２０２０。テレビでご覧になった方も多いのではないで

しょうか。私も今まで以上に熱心に視聴しました。前半は

車いすラグビー、後半は車いすバスケットに夢中になりま

した。陸上や水泳もたくさん見ました。最後は障がいのこ

とを忘れ、純粋に競技と勝負を楽しんでいました。 

 生まれつき障がいをもった選手たち。交通事故や病気に

より、後から障がいをもった選手たち。どの選手もみな、

生き生きと最高に輝いていました。そこまでに達するため

に、どれほどの鍛錬が必要だったのか。どん底から這い上

がる力はどこから出てきたのだろうか。周りの人の支えは

どれほど大変だろうか、などと思いながら見ていました。 
 様々な人々がすべて分け隔てなく暮らしていくことがで

きる社会＝「共生社会」の実現は簡単にはいきませんが、

まず私たちができることは、様々な現実に目を向けること。

そして、関心をもつことだと思います。パラリンピックの

実施も、障がい者理解促進の契機になったことは事実でし

ょう。でも、それが終わってしばらくたつと、あの熱はど

こかに消えていってしまうようです 
 子どもたちには、健常者、障がい者に関わらず、「困っ

ている人がいたら助けてあげよう！」と伝えました。みん

なが生きがいをもって、みんなが住みやすい社会になれば

いいな、と心から思います。 

 学校では、すべての子が学校生活に楽しみを見いだし、

すべての子に居場所のある学級・学校づくりを目指してい

ます。 

                  校長 福  士 良  樹 

 
１日（火） 読書月間（～３０日） 

      全校集会（知育集会） 

      移動図書館 

２日（水） 大津波避難訓練（４年生以上） 

３日（木） 文化の日 

４日（金） 振替休業（10/30） 

 ９日（水） 市川中 JS 進路ガイダンス 

       （オンライン開催：６年） 

１０日（木） ３～６年（６時間授業） 

       全校集会（委員会発表） 

１１日（金） 指導課・センター訪問 

クラブ活動（３年見学会） 

１５日（火） 保小交流会②（１年） 

１６日（水） 全校遊び、スクールカウンセラー来校 

１７日（木） ３～６年（６時間授業） 

       全校集会（委員会発表） 

１８日（金） JS 授業公開（多賀小） 

      全校５時間授業 

 １９日（土） 安心・安全なネット利用勉強会 

（6 年 K さん、５年 H さん参加） 

２１日（月） 児童面談週間（～３０日） 

       漢字・計算テスト週間③ 

２３日（水） 勤労感謝の日 

     八戸市小学校秋季卓球大会（卓球部参加） 

２４日（木） 全校集会（委員会発表） 

委員会活動 

 ２５日（金） 集金日 

 ２８日（月） しめ飾り作り（５年） 

       

 
 

 

 

 

 

 

「緑と花」花壇コンクール（団体の部） 

八戸植木園芸協会会長賞 八戸市立多賀小学校 

１０月１５日（土）学習発表会が開催されました。

今年度も様々な制約がある中での発表会になりした

が、感染拡大防止対策を講じながら、地域学校連携

協議会委員の皆様と昨年度退職・異動された職員の

皆様を来賓としてお招きすることができました。ま

た、神楽部による「市川神楽」の演舞を披露するこ

とができました。どの学年の子どもたちもこれまで

頑張ってきた成果を存分に表現することができまし

た。ご来場くださった皆様、子どもたちの頑張りに

温かい拍手ありがとうございました。 

１０月３０日（日）に学習参観日及びＰＴＡバザ

ーが行われました。１時間目は各学級の授業参観、

その後に、ＰＴＡバザーを行いました。３年ぶりに

開催されたＰＴＡ主催のバザー。感染拡大防止対策

を講じ、安心して子どもたちに楽しんでもらえるよ

うなバザーにしたいと、ＰＴＡ役員と各学年委員長

の皆さんがアイデアを出し合って企画しました。当

日は、各学年でいろいろなお店が出店され、大いに

にぎわい、笑顔いっぱいのＰＴＡバザーになりまし

た。準備や後始末、運営に携わってくださった保護

者の皆様、誠にありがとうございました。 

 

令和５年度に、本校へ入学す 
る児童を対象に就学時健康診断

が、１０月２１日(金)に行われ

ました。 
 来年度は１３名の子どもたち

が多賀小学校に入学する予定で

す｡ 

「
神
楽
部
の
演
舞
」 

「
六
年
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劇
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創立記念日(10 月 29 日)に際して 
10 月も今日で終わり、明日からは 11 月(霜月)です。朝晩

の冷え込みが、深まる秋を感じさせます。 

先日行われた学習発表会は、子どもたちの生き生きと表現

する姿が見られました。たくさんの保護者の皆様、地域学校

連携協議会の皆様においでいただき、子どもたちの頑張りや

成長を認めてくださる拍手や温かい言葉をいただきました。 

また、学習発表会終了後の後片付けに、たくさんの保護者

の方々がお手伝いくださいました。ご協力に心から感謝申し

上げます。 

 さて、多賀小学校は 10 月 29 日に創立 147 年を迎えました。

1875 年(明治８年)に、下市川小学校が開校したのが多賀小学

校の始まりです。初代校長林忠蔵(はやしちゅうぞう)氏は、

白虎隊員として飯森山で自決した林八十治(はやしやそじ)氏

の父親で、開校３年前からこの地で寺子屋を開いて、地域の

子どもたちに学問を教えていました。 

子どもたちには、創立記念日を前に全校集会で、本校への

「地域の方々の思い」を二宮金次郎像のことにふれてお話し

しました。以下がその内容です。 

＜二宮金次郎(尊徳：そんとく)＞ 

江戸時代後期(1787 年)に今の小田原に 

生まれた金次郎は、家も田畑を流され、 

13 歳に父親、15 歳に母親が他界したため 

ケチな叔父に預けられました。夜は自分 

育てたアブラナから採取した菜種油を使 

って、本を読んで勉学に励みました。 

そして、20 歳で家を復活させ、「報徳 

思想」を広めました。 

＜多賀小学校の金次郎像の歴史＞ 

昭和 15 年(1940 年)旧市川村長野口孝吉氏が 

寄贈。昭和 26 年(1951 年)に旧市川村民と多賀 

中学校１～３回生が寄贈しました。創立 140 周 

年記念協賛会事業で劣化した台座を再建し「至 

誠報徳」の刻字を今に残しています。 

＜至誠報徳（報徳思想）＞ 

・至誠…真心を尽くすこと(嘘偽りのない真心）。 

・報徳…父母や兄弟、天地などから受けた徳や恩に感謝し、

報いること 

・勤労…社会に役立つことを考えながら働くこと。 

・分度…自分の状況や立場に合った生活をすること。 

などの思いが金次郎像に込められています。多賀の地域の

方々は、80 年以上も前から「至誠報徳」の思いを子どもたち

の成長に願っています。 

また、多賀の地域の思いは、学校の努力目標「やさしい子・

すこやかな子・考える子」にも受け継がれ、代々本校の教育

活動の根底にもなっています。 

校長   安 田 俊 彦
 

令和４年度「緑と花」花壇コンクールにおいて、

本校が八戸植木園芸協会会長賞を受賞しました。 

６月にマリーゴールドやサルビア、ベゴニア等の

花苗を環境委員の子どもたちが植え、水やりなどを

行って、今まで大事に育ててきました。寒くなって

きましたが、花壇の花たちは、元気にきれいに咲き、

今でも児童や学校へおいでになる方々の目を楽し

ませています。 


